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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動き補償予測を行って符号化された符号化ストリームを復号して画像データを生成する
復号手段と、
　上記復号手段により生成された画像データを解像度変換する画像変換手段と、
　上記符号化ストリームの動きベクトルが動き予測の予測画像を構成する整数画素の中間
値位置を示している場合に、上記符号化ストリームの動きベクトルを、上記画像変換手段
により解像度変換された画像データに対する動き予測の予測画像を構成する整数画素の中
間値位置を示すように変換する動きベクトル変換手段と、
　上記動きベクトル変換手段により変換された動きベクトルを利用して、上記画像変換手
段により解像度変換された画像信号を符号化する符号化手段と
　を備える画像処理装置。
【請求項２】
　上記画像データは、インタレース画像であり、
　上記解像度変換手段は、上記インタレース画像のトップフィールド又はボトムフィール
を選択してプログレッシブ画像に変換することにより、上記画像データの垂直方向の解像
度を変換する請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　上記画像変換手段は、ダウンサンプリングフィルタにより画像データの水平方向の解像
度を変換する請求項１記載の画像処理装置。
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【請求項４】
　上記符号化手段は、ＭＰＥＧ４規格に従って符号化する請求項１記載の画像処理装置。
【請求項５】
　上記符号化ストリームは、ＭＰＥＧ２規格に従って符号化されたストリームである請求
項１記載の画像処理装置。
【請求項６】
　上記解像度変換と共にレート変換を行い、上記符号化ストリームの動き補償予測に用い
たフィールド又はフレーム画像が間引かれているとき、上記動きベクトル変換手段は、上
記間引かれた後のフィールド又はフレーム画像に対する動きベクトルに時空間の補正を行
うことにより、上記間引かれたフィールド又はフレーム画像に対応する動きベクトルを生
成する請求項１記載の画像処理装置。
【請求項７】
　上記復号手段により生成された画像データを構成する複数の画素群と、上記解像度変換
後の画像信号を構成する複数の画素群とが対応するとき、上記動きベクトル変換手段は、
上記復号手段により生成された画像データを構成する複数の画素群に対応する各動きベク
トルを、上記解像度変換後の画像信号を構成する複数の画素群に対応する各動きベクトル
に変換すると共に、上記解像度変換後の画像信号を構成する複数の画素群を一つに纏めた
画素群に対応する１つの動きベクトルを生成する請求項１記載の画像処理装置。
【請求項８】
　上記動きベクトル変換手段は、上記符号化ストリーム中の画像内符号化がなされた画像
信号を復号化した画像データを上記解像度変換した画像信号を構成する複数の画素群の各
動きベクトルを、上記符号化ストリーム中の画像内符号化以外の符号化がなされた画像信
号を復号化した画像データを構成する複数の画素群に対応する各動きベクトルより求める
請求項１記載の画像処理装置。
【請求項９】
　動き補償予測を行って符号化された符号化ストリームを復号して画像データを生成する
復号工程と、
　上記復号工程により生成された画像データを解像度変換する画像変換工程と、
　上記符号化ストリームの動きベクトルが動き予測の予測画像を構成する整数画素の中間
値位置を示している場合に、上記符号化ストリームの動きベクトルを、上記画像変換工程
により解像度変換された画像データに対する動き予測の予測画像を構成する整数画素の中
間値位置を示すように変換する動きベクトル変換工程と、
　上記動きベクトル変換工程により変換された動きベクトルを利用して、上記画像変換工
程により解像度変換された画像信号を符号化する符号化工程と
　を備える画像処理方法。
【請求項１０】
　動き補償予測を行って符号化された符号化ストリームを復号した第１の画像データを解
像度変換して得られる第２の画像データと上記符号化ストリームの動きベクトルとを受け
取る受け取り手段と、
　上記受け取り手段により受け取られた動きベクトルが動き予測の予測画像を構成する整
数画素の中間値位置を示している場合に、上記受け取り手段により受け取られた動きベク
トルを、上記受け取り手段により受け取られた第２の画像データに対する動き予測の予測
画像を構成する整数画素の中間値位置を示すように変換する動きベクトル変換手段と、
　上記動きベクトル変換手段により変換された動きベクトルを利用して、上記受け取り手
段により受け取られた第２の画像データを符号化する符号化手段と
　を備える画像処理装置。
【請求項１１】
　動き補償予測を行って符号化された符号化ストリームを復号した第１の画像データを解
像度変換して得られる第２の画像データと上記符号化ストリームの動きベクトルとを受け
取る受け取り工程と、
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　上記受け取り工程により受け取られた動きベクトルが動き予測の予測画像を構成する整
数画素の中間値位置を示している場合に、上記受け取り工程により受け取られた動きベク
トルを、上記受け取り工程により受け取られた第２の画像データに対する動き予測の予測
画像を構成する整数画素の中間値位置を示すように変換する動きベクトル変換工程と、
　上記動きベクトル変換工程により変換された動きベクトルを利用して、上記受け取り手
段により受け取られた第２の画像データを符号化する符号化工程と
　を備える画像処理方法。
【請求項１２】
　動き補償予測を行って符号化された符号化ストリームを復号して画像データを生成する
復号手段と、
　上記復号手段により生成された画像データを解像度変換する画像変換手段と、
　上記符号化ストリームの動きベクトルが動き予測の予測画像を構成する整数画素の中間
値位置を示している場合に、上記符号化ストリームの動きベクトルを、上記画像変換手段
により解像度変換された画像データに対する動き予測の予測画像を構成する整数画素の中
間値位置を示すように変換する動きベクトル変換手段と、
　上記動きベクトル変換手段により変換された動きベクトルと上記画像変換手段により解
像度変換された画像データとを伝送する伝送手段と
　を備える画像処理装置。
【請求項１３】
　動き補償予測を行って符号化された符号化ストリームを復号して画像データを生成する
復号工程と、
　上記復号工程により生成された画像データを解像度変換する画像変換工程と、
　上記符号化ストリームの動きベクトルが動き予測の予測画像を構成する整数画素の中間
値位置を示している場合に、上記符号化ストリームの動きベクトルを、上記画像変換工程
により解像度変換された画像データに対する動き予測の予測画像を構成する整数画素の中
間値位置を示すように変換する動きベクトル変換工程と、
　上記動きベクトル変換工程により変換された動きベクトルと上記画像変換工程により解
像度変換された画像データとを伝送する伝送工程と
　を備える画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、画像処理装置及び方法に関し、特に、例えば光磁気ディスクや磁気テープ、
フラッシュメモリ等の記録媒体に記録し、もしくは衛星放送で伝送し、それを光磁気ディ
スクや磁気テープ、フラッシュメモリ等の記録媒体に再記録、あるいはテレビ会議システ
ムやテレビ電話システム、インターネット、携帯電話等低ビットレート伝送路を介して送
信側から受信側に伝送し、受信側において、必要に応じたフォーマット変換等を行い、こ
れを表示、伝送する場合などに用いて好適な画像処理装置及び方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
入力された画像符号化ビットストリームを、異なる画像符号化フォーマットの画像符号化
ビットストリームに変換する、従来の画像符号化フォーマット変換装置の概略構成を図１
６に示す。なお、この図１６に例示した画像符号化フォーマット変換装置は、入力された
ＭＰＥＧ２（Moving Picture image coding Experts Group：ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８
－２）画像符号化ビットストリームを、ＭＰＥＧ４（ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－２）画
像符号化ビットストリームヘ変換する装置である。
【０００３】
この図１６に示す従来の画像符号化フォーマット変換装置において、入力されたＭＰＥＧ
２画像符号化ビットストリームはＭＰＥＧ２画像復号化器２１０へ送られる。
【０００４】
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ＭＰＥＧ２画像復号化器２１０は、入力されたＭＰＥＧ２画像符号化ビットストリームを
、ＭＰＥＧ２画像復号化方式に従って復号して画像信号を復元する。当該復元された画像
信号は解像度フレームレート変換器２１１に入力する。
【０００５】
解像度フレームレート変換器２１１は、上記復元された画像の解像度を任意の異なる解像
度、フレームレートを持つ画像信号に変換し、その解像度変換後の画像信号をＭＰＥＧ４
画像符号化器２１２に送る。なお、この例では、上記復元された画像の解像度を、例えば
垂直方向及び水平方向共に二分の一に変換している。
【０００６】
ＭＰＥＧ４画像符号化器２１２は、上記解像度フレームレート変換器２１１から供給され
た画像信号をＭＰＥＧ４画像符号化方式に従って符号化し、ＭＰＥＧ４画像符号化ビット
ストリームを生成する。このＭＰＥＧ４画像符号化ビットストリームは、当該図１６の画
像符号化フォーマット変換装置から出力される。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上述の従来の画像符号化フォーマット変換装置は、図１６に示したように、ＭＰＥＧ２画
像復号化器２１０でＭＰＥＧ２画像復号化方式により復元された画像信号を、ＭＰＥＧ４
画像符号化器２１２でＭＰＥＧ４画像符号化方式により符号化し、ＭＰＥＧ４画像符号化
ビットストリームを出力するようになされている。すなわち、ＭＰＥＧ４画像符号化器２
１２では、通常の符号化時と同様に、上記ＭＰＥＧ２画像復号化器２１０にて復元された
画像信号から動きベクトルを検出し、動き予測を行って符号化することが行われる。
【０００８】
しかしながら、このような従来方法では、ＭＰＥＧ４画像符号化器２１２内において、入
力された画像信号を符号化する際に、動きベクトルを検出するプロセスが全処理量の約６
０～７０パーセントを占めてしまう。そのため、画像のリアルタイムでの処理が困難とな
り、時間遅延が発生するという問題がある。また、装置が大規模になるという問題もある
。
【０００９】
また、上述の従来の画像符号化フォーマット変換装置は、ＭＰＥＧ２画像復号化方式によ
り復元された画像信号に対して、解像度フレームレート変換器２１１により解像度及びフ
レームレート変換処理を施し、この解像度及びフレームレート変換後の画像信号にＭＰＥ
Ｇ４画像符号化処理を施すようにしている。
【００１０】
このため、上記解像度フレームレート変換器２１１から出力された画像信号の解像度及び
フレームレートが、例えばＭＰＥＧ４画像符号化処理に適さないものとなる恐れがあり、
その場合、ＭＰＥＧ４画像符号化処理が適正に行えなくなる。
【００１１】
　そこで、本発明は、このような実情に鑑みてなされたものであり、例えば、ＭＰＥＧ２
画像符号化ビットストリームのような第１の信号に対して少なくとも解像度変換処理を施
し、その解像度変換後の第２の信号から、ＭＰＥＧ４画像符号化ビットストリームのよう
な第３の信号を生成する場合において、信号品質を劣化させずに、第１の信号から最終的
に第３の信号を生成でき、また、第３の信号の生成処理の際の処理量を低減し、さらに装
置構成の大規模化をも防止可能とする画像処理装置及び方法を提供することを目的とする
。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明の画像処理装置は、動き補償予測を行って符号化された符号化ストリームを復号
して画像データを生成する復号手段と、上記復号手段により生成された画像データを解像
度変換する画像変換手段と、上記符号化ストリームの動きベクトルが動き予測の予測画像
を構成する整数画素の中間値位置を示している場合に、上記符号化ストリームの動きベク
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トルを、上記画像変換手段により解像度変換された画像データに対する動き予測の予測画
像を構成する整数画素の中間値位置を示すように変換する動きベクトル変換手段と、上記
動きベクトル変換手段により変換された動きベクトルを利用して、上記画像変換手段によ
り解像度変換された画像信号を符号化する符号化手段とを備えることにより、上述した課
題を解決する。
【００１３】
　また、本発明の画像処理装置は、動き補償予測を行って符号化された符号化ストリーム
を復号した第１の画像データを解像度変換して得られる第２の画像データと上記符号化ス
トリームの動きベクトルとを受け取る受け取り手段と、上記受け取り手段により受け取ら
れた動きベクトルが動き予測の予測画像を構成する整数画素の中間値位置を示している場
合に、上記受け取り手段により受け取られた動きベクトルを、上記受け取り手段により受
け取られた第２の画像データに対する動き予測の予測画像を構成する整数画素の中間値位
置を示すように変換する動きベクトル変換手段と、上記動きベクトル変換手段により変換
された動きベクトルを利用して、上記受け取り手段により受け取られた第２の画像データ
を符号化する符号化手段とを備えることにより、上述した課題を解決する。
【００１４】
　また、本発明の画像処理装置は、動き補償予測を行って符号化された符号化ストリーム
を復号して画像データを生成する復号手段と、上記復号手段により生成された画像データ
を解像度変換する画像変換手段と、上記符号化ストリームの動きベクトルが動き予測の予
測画像を構成する整数画素の中間値位置を示している場合に、上記符号化ストリームの動
きベクトルを、上記画像変換手段により解像度変換された画像データに対する動き予測の
予測画像を構成する整数画素の中間値位置を示すように変換する動きベクトル変換手段と
、上記動きベクトル変換手段により変換された動きベクトルと上記画像変換手段により解
像度変換された画像データとを伝送する伝送手段とを備えることにより、上述した課題を
解決する。
【００１５】
　次に、本発明の画像処理方法は、動き補償予測を行って符号化された符号化ストリーム
を復号して画像データを生成する復号工程と、上記復号工程により生成された画像データ
を解像度変換する画像変換工程と、上記符号化ストリームの動きベクトルが動き予測の予
測画像を構成する整数画素の中間値位置を示している場合に、上記符号化ストリームの動
きベクトルを、上記画像変換工程により解像度変換された画像データに対する動き予測の
予測画像を構成する整数画素の中間値位置を示すように変換する動きベクトル変換工程と
、上記動きベクトル変換工程により変換された動きベクトルを利用して、上記画像変換工
程により解像度変換された画像信号を符号化する符号化工程とを備えることにより、上述
した課題を解決する。
【００１６】
　また、本発明の画像処理方法は、動き補償予測を行って符号化された符号化ストリーム
を復号した第１の画像データを解像度変換して得られる第２の画像データと上記符号化ス
トリームの動きベクトルとを受け取る受け取り工程と、上記受け取り工程により受け取ら
れた動きベクトルが動き予測の予測画像を構成する整数画素の中間値位置を示している場
合に、上記受け取り工程により受け取られた動きベクトルを、上記受け取り工程により受
け取られた第２の画像データに対する動き予測の予測画像を構成する整数画素の中間値位
置を示すように変換する動きベクトル変換工程と、上記動きベクトル変換工程により変換
された動きベクトルを利用して、上記受け取り手段により受け取られた第２の画像データ
を符号化する符号化工程とを備えることにより、上述した課題を解決する。
【００１７】
　また、本発明の画像処理方法は、動き補償予測を行って符号化された符号化ストリーム
を復号して画像データを生成する復号工程と、上記復号工程により生成された画像データ
を解像度変換する画像変換工程と、上記符号化ストリームの動きベクトルが動き予測の予
測画像を構成する整数画素の中間値位置を示している場合に、上記符号化ストリームの動
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きベクトルを、上記画像変換工程により解像度変換された画像データに対する動き予測の
予測画像を構成する整数画素の中間値位置を示すように変換する動きベクトル変換工程と
、上記動きベクトル変換工程により変換された動きベクトルと上記画像変換工程により解
像度変換された画像データとを伝送する伝送工程とを備えることにより、上述した課題を
解決する。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好ましい実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１９】
図１には、本発明にかかる第１の実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置の概略構
成を示す。
【００２０】
この図１に示す本発明の第１の実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置において、
入力されたＭＰＥＧ２画像符号化ビットストリームは、ＭＰＥＧ２画像復号化器３０へ送
られる。
【００２１】
ＭＰＥＧ２画像復号化器３０は、入力されたＭＰＥＧ２画像符号化ビットストリームを、
ＭＰＥＧ２画像復号化方式に従って復号して画像信号を復元する。当該復元された画像信
号（インターレース画像信号）は解像度フレームレート変換器３１に入力する。
【００２２】
解像度フレームレート変換器３１は、上記復元された画像を、任意の解像度、フレームレ
ートを持つ画像信号に変換し、さらに、外部から入力された画像サイズ調整フラグにより
、後段でのＭＰＥＧ４画像符号化に適した解像度を持つ画像に調整した後、その画像信号
をＭＰＥＧ４画像符号化器３３に送る。
【００２３】
ＭＰＥＧ４画像符号化器３３は、上記解像度フレームレート変換器３１より供給された画
像信号から、ＭＰＥＧ４画像符号化ビットストリームを生成する。このＭＰＥＧ４画像符
号化ビットストリームは、当該図１の画像符号化フォーマット変換装置から出力される。
【００２４】
以上は図１の構成の概略的な処理の流れであるが、本実施の形態の画像符号化フォーマッ
ト変換装置では、後述するように、解像度及びフレームレート変換する前と後の画像にお
ける動きベクトルの大きさ及び方向の相関が大きいことを利用し、ＭＰＥＧ２画像復号化
器３０が復号化の際に使用したＭＰＥＧ２画像符号化方式の動きベクトル（以下、ＭＰＥ
Ｇ２動きベクトルと呼ぶ。）をＭＰＥＧ４画像符号化方式の動きベクトル（以下、ＭＰＥ
Ｇ４動きベクトルと呼ぶ。）に変換し、そのＭＰＥＧ４動きベクトルを用いてＭＰＥＧ４
画像符号化器３３が符号化処理を行うことにより、当該ＭＰＥＧ４画像符号化器３３での
動きベクトル検出処理を不要としている。
【００２５】
すなわち、本実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置によれば、ＭＰＥＧ２画像復
号化器３０が復号化の際に使用したＭＰＥＧ２動きベクトルを取り出して動きベクトル変
換器３２に送り、当該動きベクトル変換器３２では、上記ＭＰＥＧ２動きベクトルをＭＰ
ＥＧ４動きベクトルに変換してＭＰＥＧ４画像符号化器３３に送り、ＭＰＥＧ４画像符号
化器３３では、解像度フレームレート変換後の画像信号を、上記動きベクトル変換器３２
より供給されたＭＰＥＧ４動きベクトルを使用して符号化する。
【００２６】
このように、本実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置によれば、ＭＰＥＧ４画像
符号化器３３で動きベクトル検出を行わないため、全体の処理量を削減することができ、
装置構成の大規模化をも防止可能となり、また、当該処理量の削減に伴って時間遅延が少
なくなることにより、画像のリアルタイム処理も容易となっている。
【００２７】
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また、本実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置では、上記動きベクトル以外にも
、ＭＰＥＧ２画像復号化器３０での復号に用いた画像サイズ、マクロブロックタイプ等の
パラメータ、若しくは解像度及びフレームレート変換後のパラメータを、ＭＰＥＧ４画像
符号化時に採用することにより、ＭＰＥＧ４画像符号化器３３での処理量を減らして符号
化効率を更に向上させると共に、処理時間の短縮化をも可能としている。
【００２８】
図２を用いて、解像度変換前と後の画像における動きベクトルの相関について説明する。
なお、図２の（ａ）は解像度変換前の現フレームの画像例を示し、図２の（ｂ）には図２
の（ａ）の画像を解像度変換した後の現フレームの画像例を示す。また、図中のｄｍにて
示す領域の位置は、現フレーム内のある画像部分ｏｂが前フレーム内において存在してい
た位置を表し、図中のＭＶにて示す矢印は前フレーム内の画像部分ｏｂと現フレーム内の
画像部分ｏｂとの間の動きベクトルを表している。
【００２９】
ここで、画像の解像度変換後の前フレームでの位置ｄｍから現フレームでの画像部分ｏｂ
の位置への動きベクトルＭＶの水平成分は、解像度変換前の動きベクトルＭＶの水平成分
と画像の水平方向の解像度変換レートによって求めることができる。また、解像度変換後
の前フレームでの位置ｄｍから現フレームでの画像部分ｏｂの位置への動きベクトルＭＶ
の垂直成分は、解像度変換前の動きベクトルＭＶの垂直成分と画像の垂直方向の解像度変
換レートによって求められる。すなわち、解像度変換前の動きベクトルＭＶと変換後の動
きベクトルＭＶとは大きな相関を持っており、当該相関を利用すれば、解像度変換前の動
きベクトルＭＶから変換後の動きベクトルＭＶを求めることができる。
【００３０】
このようなことから、本実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置では、上記入力さ
れたＭＰＥＧ２画像符号化ビットストリームをＭＰＥＧ４画像符号化ビットストリームヘ
変換して出力する際に、上記ＭＰＥＧ２画像符号化ビットストリームに含まれるＭＰＥＧ
２画像符号化方式におけるマクロブロックの動きベクトル（ＭＰＥＧ２動きベクトル）や
マクロブロックタイプ等のパラメータを抽出して動きベクトル変換器３２に送り、当該動
きベクトル変換器３２にてそれらをＭＰＥＧ４動きベクトルやマクロブロックタイプ等の
パラメータに簡潔に変換するようにしている。
【００３１】
図１に戻り、本発明の第１の実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置の詳細につい
て説明する。
【００３２】
ＭＰＥＧ２画像復号化器３０は、供給されたＭＰＥＧ２画像符号化ビットストリームに対
して可変長符号の復号化を行うことにより、インタレースの画像信号を復元する。この復
元されたインタレース画像信号は、解像度フレームレート変換器３１に送られる。
【００３３】
解像度フレームレート変換器３１は、解像度及びフレームレート変換を行う解像度フレー
ム変換部３４と、画素の補間又は除去を行う画素補間／除去部３５とからなる。
【００３４】
上記解像度フレーム変換部３４は、ＭＰＥＧ２画像復号化器３０より入力された画像信号
に対して解像度フレーム変換処理を施す。なお、本実施の形態では、解像度フレーム変換
部３４での処理として、例えば垂直方向及び水平方向とも解像度を二分の一にする例を挙
げる。
【００３５】
具体的に説明すると、解像度フレーム変換部３４では、図３に示すように、上記入力され
たインタレース画像のトップフィールド（Top Field）若しくはボトムフィールド（Botto
m Field）の何れか一方のみを抽出してプログレッシブ画像に変換することにより、画像
の垂直方向の解像度を二分の一にする。さらに、解像度フレーム変換部３４は、ダウンサ
ンプリング（down‐sampling）フィルタにより、画像の水平方向の解像度を二分の一に変
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換する。また、解像度フレーム変換部３４では、さらなる低ビットレート化を実現するた
めに、上記解像度の変換による圧縮に加えて、Ｉ（画像内符号化画像）とＰピクチャ（前
方予測符号化画像）、Ｂ（両方向予測符号化画像）ピクチャのうちＩピクチャとＰピクチ
ャのみを抜き出し、時間方向での圧縮を行う（フレームレートを落とす）。なお、図３の
例では、入力インタレース画像を構成するトップフィールドとボトムフィールドのうち、
トップフィールドのみを抽出してプログレッシブ画像に変換することで画像の垂直方向の
解像度を二分の一にし、それらトップフィールドから生成された各プログレッシブ画像を
ダウンサンプルした後、ＩピクチャとＰピクチャのみを抜き出すことでフレームレートを
落とす様子を表している。なお、ダウンサンプルはフレームレートを落とした後に行って
も良い。これのように、図３に示したＭＰＥＧ２のＩ，Ｂ，Ｂ，Ｐ，Ｂ，Ｂ，Ｐ，・・・
の各ピクチャからなる入力画像信号は、当該解像度フレーム変換部３４での解像度フレー
ム変換により、Ｉ，Ｐ，Ｐ，Ｐ，Ｐ，・・・のトップフィールドのみからなる画像信号に
なされる。上記解像度フレーム変換部３４からの出力は、画素補間／除去部３５に送られ
る。
【００３６】
この画素補間／除去部３５は、後段のＭＰＥＧ４画像符号化器３３がＭＰＥＧ４画像符号
化方式により符号化を行えるようにするために、上記解像度フレーム変換を行った後の画
像を、垂直方向及び水平方向の画素数がともに１６の倍数になるように調整する。そのた
め、画素補間／除去部３５では、外部から入力される画像サイズ調整フラグに基づいて、
画素の補填あるいは画素の除去の何れかを行う。なお、画像サイズ調整フラグは、解像度
フレームレート変換器３１の外部から入力されて画素補間／除去部３５に供給されるもの
であり、上記変換後の画像の垂直方向及び水平方向の画素数が１６の倍数でない場合に、
画素補間／除去部３５に対して画素補填もしくは除去の何れかの処理を行わせるための指
示フラグである。従って、画像サイズ調整フラグが画素補填若しくは除去の何れかの処理
を指示する値であるとき、画素補間／除去部３５は、その指示（画像サイズ調整フラグの
値）に応じて、画素補填若しくは除去の何れかの処理を行い、垂直方向及び水平方向の画
素数が１６の倍数となる画像を生成する。
【００３７】
図４を用いて、上記画素補間／除去部３５が、上記画像サイズ調整フラグに基づいて行う
、画素補填或いは除去処理について説明する。
【００３８】
上記ＭＰＥＧ２画像復号化器３０から出力された画像Ｇ１の解像度がｍ画像×ｎ画素であ
るとすると、上記ｍ，ｎは共に１６の倍数となっているが、上記解像度フレーム変換部３
４にて垂直方向及び水平方向ともに二分の一に解像度変換がなされた後の画像の画素数、
すなわちｍ／２画素とｎ／２画素は、１６の整数倍又は１６で割って８画素の余りがある
ものとなる。
【００３９】
ここで、上記解像度変換後の画像の上記ｍ／２画素，ｎ／２画素が共に１６の倍数である
場合（画像Ｇ２）には、後段にて行われるＭＰＥＧ４符号化方式に適する画像になってい
るため、当該画像Ｇ２に対して画素補填或いは除去の処理を行う必要はない。一方、それ
以外の場合（ｍ／２画素若しくはｎ／２画素を１６で割ると８画素余る場合）、その画像
はＭＰＥＧ４符号化方式に適していないことになるため、その画素数を１６の倍数にする
ための画素補填或いは画素の除去の何れかの処理が必要となる。
【００４０】
このため、画素補填／除去部３５には、上記画像サイズ調整フラグとして、画素の補填と
除去の二つの選択肢のうちの何れを行うかを選択（ＳＷ１）するための値が外部から入力
されており、上記解像度フレーム変換部３４にて変換された後の画像のｍ／２画素とｎ／
２画素が共に１６の整数倍であるか、或いは１６で割って８画素の余りがあるのかを判定
（Ｊ１）し、その判定（Ｊ１）の結果に基づいて、上記外部から入力されている画像サイ
ズ調整フラグを使用するか否かを判断している。
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【００４１】
上記解像度フレーム変換部３４での変換後の画像のｍ／２画素或いはｎ／２画素が１６で
割って８画素が余ると判定（判定処理Ｊ１にてＮｏ）されている場合において、例えば上
記画像サイズ調整フラグとして画素の除去を選択する値が入力されているときには、上記
画素補填／除去部３５では、上記ｍ／２画素若しくはｎ／２画素を１６で割って余った８
画素を、水平或いは垂直方向における先頭画素列、若しくは水平或いは垂直方向における
後部画素列から除去する。これにより、当該画素除去後の画像Ｇ３は、その画素数が（ｍ
／２－８）画素若しくは（ｎ／２－８）画素の画像となる。
【００４２】
一方、上記解像度フレーム変換部３４での変換後の画像のｍ／２画素或いはｎ／２画素が
１６で割って８画素が余ると判定（判定処理Ｊ１にてＮｏ）されている場合において、例
えば上記画像サイズ調整フラグとして画素の補填を選択する値が入力されているときには
、上記画素補填／除去部３５では、新たに作成した８画素又は元の画像から複製した８画
素又は画像に適した８画素を、水平或いは垂直方向における先頭画素列、若しくは水平或
いは垂直方向における後部画素列に付け加える。これにより、当該補填後の画像Ｇ４は、
その画素数が（ｍ／２＋８）画素若しくは（ｎ／２＋８）画素の画像となる。
【００４３】
これらの結果として、画素補填／除去部３５から出力される画像は、垂直方向及び水平方
向共に画素数が１６の倍数となり、後段で行われるＭＰＥＧ４符号化方式に適したサイズ
を持つ画像となる。
【００４４】
以上のように、上記解像度フレームレート変換器３１において解像度フレーム変換処理と
画素補填／除去処理がなされた後の画像信号は、ＭＰＥＧ４画像符号化器３３に入力する
。
【００４５】
また、上記ＭＰＥＧ２画像復号化器３０がＭＰＥＧ２画像復号化方式を行うことにより得
られたＰピクチャのみのマクロブロックの動きベクトルやマクロブロックタイプ等のパラ
メータは、動きベクトル変換器３２に送られる。
【００４６】
当該動きベクトル変換器３２は、ＭＰＥＧ２画像復号化器３０から供給されたＭＰＥＧ２
動きベクトルやマクロブロックタイプ等のパラメータを、ＭＰＥＧ４動きベクトルやマク
ロブロックタイプ等のパラメータに変換する。
【００４７】
上記動きベクトル変換器３２における動きベクトル変換の動作原理を図５を用いて説明す
る。
【００４８】
なお、図５の（ａ）の画像Ｇ１及び図５の（ｂ）の画像Ｇ２において、実線で区切られて
いる各正方格子の一つ一つはマクロブロックを示している。また、図５の（ａ）の画像Ｇ
１は、ＭＰＥＧ２画像復号化器３０より出力された画像（すなわち解像度変換前の画像）
であり、図５の（ｂ）の画像Ｇ２は、図５の（ａ）の画像Ｇ１を解像度フレームレート変
換器３１により垂直方向及び水平方向の解像度とも二分の一に変換した画像である。
【００４９】
ここで、解像度変換前の図５の（ａ）の画像Ｇ１のうち、例えば左上の１６画素×１６画
素のマクロブロックは、解像度変換後には図５の（ｂ）の画像Ｇ２内の左上の８画素×８
画素のブロックになる。すなわち、解像度がｍ画像×ｎ画素（ｍ，ｎは共に１６の倍数）
の図５の（ａ）に示す画像Ｇ１を、上記解像度フレームレート変換器３１にて垂直方向及
び水平方向共に二分の一に解像度を落とすことにより、図５の（ｂ）に示すｍ／２画素×
ｎ／２画素の画像Ｇ２に変換した場合、解像度変換前の画像Ｇ１内の４つの１６画素×１
６画素のマクロブロックＭＢ１～ＭＢ４は、画像Ｇ２内の４つの８画素×８画素のブロッ
クｂ１～ｂ４に変換されることになる。また、これら解像度変換後の画像Ｇ２内の４つの



(10) JP 4378824 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

ブロックｂ１～ｂ４により一つのマクロブロックＭＢTが構成されることになる。
【００５０】
このとき、上記解像度変換前の画像Ｇ１内の４つの１６画素×１６画素のマクロブロック
ＭＢ１～ＭＢ４の各動きベクトルＭＶ１～ＭＶ４と、解像度変換後の画像Ｇ２内の４つの
８画素×８画素のブロックｂ１～ｂ４の各動きベクトルｍｖ１～ｍ４は相関が大きい。こ
のため、動きベクトル変換器３２では、動きベクトル変換処理Ｔ１として、上記画像Ｇ１
内の４つのマクロブロックＭＢ１～ＭＢ４の各動きベクトルＭＶ１～ＭＶ４から、上記画
像Ｇ２の４つのブロックｂ１～ｂ４の各動きベクトルｍｖ１～ｍｖ４を求めることができ
、さらにこれら４つのブロックｂ１～ｂ４からなる１６画素×１６画素のマクロブロック
ＭＢTの動きベクトルＭＶTをも、上記４つのブロックｂ１～ｂ４の動きベクトルｍｖ１～
ｍｖ４から求めることができる。
【００５１】
以下、図６以降の各図を用いて、上述したような動きベクトル変換処理を行う動きベクト
ル変換器３２の詳細な構成及び動作について説明する。
【００５２】
図６において、ベクトル変換部７０には、ＭＰＥＧ２画像復号化器３０から出力されたＭ
ＰＥＧ２画像符号化方式に対応した１６画素×１６画素の画マクロブロックＭＢの動きベ
クトルＭＶと、画像サイズ、マクロブロックタイプなどのパラメータが入力する。
【００５３】
ベクトル変換部７０では、上記入力された１６画素×１６画素の各マクロブロックＭＢの
動きベクトルＭＶと、画像サイズ、マクロブロックタイプなどのパラメータから、解像度
フレームレート変換後の８画素×８画素の各ブロックｂのそれぞれに対応する動きベクト
ルｍｖを生成する。
【００５４】
図７を用いて、当該ベクトル変換部７０の詳細な動作について説明する。すなわち、上記
入力された１６画素×１６画素の各マクロブロックＭＢの動きベクトルＭＶと、画像サイ
ズ、マクロブロックタイプなどのパラメータに対し、ベクトル変換器７０は、次のように
動作する。なお、ＭＰＥＧ２画像符号化方式には、フレーム構造が多く使われているため
、ここではフレーム構造の場合についての処理のみの変換方法を説明する。
【００５５】
先ず、ベクトル変換部７０は、ステップＳ１の処理として、入力された動きベクトルＭＶ
が、イントラ（Intra）マクロブロック（画像内符号化がなされたマクロブロック）か、
或いはインター（Inter）マクロブロック（非画像内符号化がなされたマクロブロック）
か、或いはスキップマクロブロックか、Ｎｏ　ＭＣマクロブロックの何れのマクロブロッ
クに対応する動きベクトルであるのかを、例えばマクロブロックタイプに基づいて判定す
る。
【００５６】
当該ステップＳ１の判定において、イントラマクロブロックの動きベクトルであると判定
した場合、ベクトル変換部７０は、ステップＳ４の処理に進む。ステップＳ４の処理に進
むと、ベクトル変換部７０は、先ず、解像度変換後の８画素×８画素のブロックの動きベ
クトルｍｖの値を０に設定し、さらに後段の動きベクトル補正部７３による処理を行うた
めに、イントラモードフラグを設ける。なお、ＭＰＥＧ２画像符号化方式の場合、イント
ラマクロブロックであるときにはイントラモードフラグが立てられる。
【００５７】
一方、ステップＳ１の判定において、スキップマクロブロックの動きベクトルであると判
定した場合、ベクトル変換部７０は、ステップＳ５の処理に進み、解像度変換後の８画素
×８画素のブロックの動きベクトルｍｖの値を０に設定する。
【００５８】
また、ステップＳ１の判定において、Ｎｏ　ＭＣマクロブロックの動きベクトルであると
判定した場合、ベクトル変換部７０は、ステップＳ９の処理に進み、解像度変換後の８画
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素×８画素のブロックの動きベクトルｍｖの値を０に設定する。
【００５９】
また、ステップＳ１の判定において、インターマクロブロックの動きベクトルであると判
定された場合、ベクトル変換部７０は、ステップＳ２の処理に進む。
【００６０】
ステップＳ２の処理に進むと、ベクトル変換部７０は、当該動きベクトルに対応する１６
画素×１６画素のインターマクロブロックが、フレーム構造で且つフレーム予測のマクロ
ブロックであるか、或いはフレーム構造でフィールド予測のマクロブロックであるかの判
定を行う。
【００６１】
このステップＳ２の判定において、フレーム構造でフレーム予測のマクロブロックである
と判定された場合、ベクトル変換部７０は、ステップＳ６の処理に進み、以下のようなこ
とを行って、フレーム予測に適した動きベクトルへの変換を行う。
【００６２】
図８には、上記インターマクロブロックがフレーム構造でフレーム予測のマクロブロック
であると判定した場合の、ベクトル変換部７０における動きベクトル変換の概念図を示す
。図８の（ａ）は解像度変換前を、図８の（ｂ）は解像度変換後を表している。なお、こ
の図８中のｐｘｉは解像度変換前の整数画素を表し、ｈｐは解像度変換前の半画素を、ｈ
ｐｄは解像度変換後の半画素を表している。また、図８では、整数画素ｐｘｉの中間値（
halr pel position、半画素）の間隔に対応して、動きベクトルＭＶの水平及び垂直方向
の大きさ成分を「１」として表している。以下、動きベクトルの水平方向の大きさ成分を
水平成分、垂直方向の大きさ成分を垂直成分と呼ぶことにする。
【００６３】
ここで、前述の図２で説明したように、解像度変換後の動きベクトルの水平成分は、解像
度変換前の動きベクトルの水平成分と、画像の水平方向の解像度変換レートとから求めら
れる。また、解像度変換後の動きベクトルの垂直成分は、解像度変換前の動きベクトルの
垂直成分と、画像の垂直方向の解像度変換レートとから求められる。すなわち、画像の水
平方向の解像度が二分の一に変換された場合、その解像度変換後の動きベクトルの水平成
分も、変換前の二分の一になる。また、画像の垂直方向の解像度が二分の一に変換された
場合、その解像度変換後の動きベクトルの垂直成分も、変換前の二分の一になる。図８の
例の場合、解像度変換後の前フレームでの位置ｄｍから現フレームでの画像部分ｏｂの位
置への動きベクトルは、解像度変換前の動きベクトルＭＶの水平成分が「８」で、垂直成
分が「１２」となっていたものが、解像度変換後の動きベクトルＭＶ’（ｍｖ）は水平成
分が「４’」で垂直成分が「６’」となる。
【００６４】
ここで、この図８から判るように、動きベクトルの大きさ成分が、解像度変換前に整数画
素の位置で表されていたものは、解像度変換後も、整数画素若しくは半画素の位置で表す
ことができるが、解像度変換前に半画素の位置で表されていたものは、解像度変換後に対
応する画素が無くなる。
【００６５】
このため、動きベクトルの大きさの成分として、解像度変換前に半画素の位置で表されて
いたものについては、解像度変換後は予測画像の半画素位置で示すようにする。なお、本
来、復号された画像信号には、量子化による歪みが含まれているため、これをそのまま予
測画像として使用すると予測効率が低下し、画質劣化を引き起こす場合がある。一方、参
照画面での各画素間を１：１で直線補間した半画素精度を選択すれば、画質劣化を避ける
ことができる。したがって、ＭＰＥＧ２動きベクトルの大きさの成分が半画素の位置を示
している場合は、当該ＭＰＥＧ２動きベクトルをＭＰＥＧ４動きベクトルに変換する際に
、そのＭＰＥＧ４動きベクトルの大きさの成分が半画素の位置を示すように変換する。こ
れにより、予測効率を向上させることができ、画質劣化を防ぐことができる。
【００６６】
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上記動きベクトル変換器３２での変換前と変換後の動きベクトルの大きさの成分は、以下
の表１に示すようになる。
【００６７】
【表１】

【００６８】
なお、この表１において、[ＭＶ／２]は、動きベクトルを２で割つた整数部分を示す。
【００６９】
図７に戻り、ステップＳ２の判定において、フレーム構造でフィールド予測のマクロブロ
ックであると判定された場合、ベクトル変換部７０は、ステップＳ３の処理に進む。
【００７０】
ステップＳ３の処理に進むと、ベクトル変換部７０は、上記フィールド予測がトップフィ
ールド予測であるか、或いはボトムフィールド予測であるかの判定を行う。
【００７１】
このステップＳ３の判定において、トップフィールド予測であると判定した場合、ベクト
ル変換部７０は、ステップＳ７の処理に進み、以下のようなことを行って、フィールド予
測のトップフィールド予測に適した動きベクトルへの変換を行う。
【００７２】
図９には、上記ステップＳ３にてトップフィールド予測であると判定したの、ベクトル変
換部７０における動きベクトル変換の概念図を示す。なお、図９の（ａ）は解像度変換前
を、図９の（ｂ）は解像度変換後を表している。この図９中のｐｘｉは解像度変換前の整
数画素を表し、ｈｐは解像度変換前の半画素を、ｈｐｄは解像度変換後の半画素を表して
いる。また、図９では、整数画素ｐｘｉの中間値（半画素）の間隔に対応して、動きベク
トルＭＶの水平及び垂直成分を「１」として表している。
【００７３】
ここで、動きベクトルの水平成分は、表１と同様に変換される。一方、解像度変換時には
トップフィールドのみを抽出して解像度を二分の一に変換するようになされ、また、ここ
での予測はトップフィールド予測が行われているため、動きベクトルの垂直成分について
は、変換前の動きベクトルの垂直成分をそのまま変換後の動きベクトルの垂直成分として
使用する。
【００７４】
また、ステップＳ３の判定において、ボトムフィールド予測であると判定した場合、ベク
トル変換部７０は、ステップＳ８の処理に進み、以下のようなことを行って、フィールド
予測のボトムフィールド予測に適した動きベクトルへの変換を行う。
【００７５】
図１０には、上記ステップＳ３にてボトムフィールド予測であると判定したの、ベクトル
変換部７０における動きベクトル変換の概念図を示す。なお、図１０の（ａ）は解像度変
換前を、図１０の（ｂ）は解像度変換後を表している。この図１０中のｐｘｉは解像度変
換前の整数画素を表し、ｈｐは解像度変換前の半画素を、ｈｐｄは解像度変換後の半画素
を表している。図１０では、整数画素ｐｘｉの中間値（半画素）の間隔に対応して、動き
ベクトルＭＶの水平及び垂直成分を「１」として表している。
【００７６】
ここで、解像度変換では、前述したように、トップフィールドのみが抽出されるため、変
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換後はトップフィールドを参照画像として用いることになる。そのため、ＭＰＥＧ２画像
符号化において予測画像として用いたボトムフィールドを、解像度変換後のトップフィー
ルド予測に変換するように、動きベクトルの時空間補正を行う必要がある。図１０の例で
は、ボトムフィールド予測から近似にトップフィールド予測に変換するための空間的な補
正を行っている。すなわち、動きベクトルの垂直成分に「１」を足す。この図１０からわ
かるように、ボトムフィールド予測で求めた動きベクトルの垂直成分に「１」を足すと、
垂直方向に１列（１行）分繰り上げられることになり、これにより、ボトムフィールドが
トップフィールドと同様の空間位置に達し、空間上ではトップフィールド予測で求めた動
きベクトルのようになる。式（１）には、当該空間補正により、トップフィールドと同様
な空間位置に達したボトムフィールド、すなわち近似トップフィールドを予測画像とした
時の動きベクトルＭＶtopの垂直成分を表している。
【００７７】
垂直成分：近似ＭＶtop＝ＭＶbottom＋１　　　　（１）
なお、動きベクトルの水平成分については、上述のような空間的補正は行う必要がなく、
トップフィールド予測と同様な変換処理を行う。
【００７８】
また、ＭＰＥＧ２画像符号化におけるインタレース画像のトップフィールドとボトムフィ
ールドとの間には、時間的なずれがある。そのため、ボトムフィールドから近似されたト
ップフィールドと、実際のトップフィールドとの時間ずれを無くすには、時間的な補正を
行う必要がある。
【００７９】
図１１には、各フィールドの時間的位置関係を示している。
【００８０】
図１１において、トップフィールドとボトムフィールドとの時間間隔を１とし、図中ａは
ＩピクチャのボトムフィールドとＰピクチャのトップフィールドの間隔を表している。ａ
の間隔は１，３，５，７，・・・のような奇数になる。なお、ａが１の場合は、ピクチャ
の構成がＩ，Ｐ，Ｐ，Ｐ，・・・となる。時間補正したときの動きベクトルＭＶ’の垂直
成分は、式（２）に示しようになる。
【００８１】
垂直成分：ＭＶ’＝（ａ＋１）・近似ＭＶtop／ａ　　　　（２）
ここで、式（１）を式（２）に代入すると、変換後の動きベクトルの垂直成分は式（３）
のようになる。
【００８２】
垂直成分：ＭＶ’＝（ａ＋１）（ＭＶbottom＋１）／ａ　　（３）
なお、変換後の動きベクトルの水平成分は、変換前の動きベクトルに（ａ＋１）／ａをか
け、時間的な補正を行った後、表１の計算に従って求められる。
【００８３】
上述の説明では、動きベクトルの垂直成分に対して空間的補正を行った後に時間的補正を
行う例を述べたが、場合によっては、動きベクトルの垂直成分に対して時間的補正を行っ
た後、空間的な補正を行うようにしてもよい。この場合、動きベクトルＭＶ’の垂直成分
は、式（４）に示すようになる。なお、動きベクトルの水平成分は、空間的補正を行って
から時間的補正を行う場合と、時間的補正を行ってから空間的補正を行う場合とで同様な
値となる。
【００８４】
垂直成分：ＭＶ’＝　｛（ａ＋１）／ａ｝ＭＶbottom＋１　（４）
ここで、式（３）と式（４）の差、すなわち空間的補正を行ってから時間的補正を行った
場合と、時間的補正を行ってから空間的補正を行った場合の動きベクトルの垂直成分の差
は、１／ａになる。したがって、ａの値によってその差による影響が異なることになる。
【００８５】
以下、ａが１の場合と、１より大きい場合、すなわちａが３，５，７，・・・の場合の２
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つにおける補正方法について説明する。
【００８６】
先ず、ａが１の場合における補正方法について説明する。
【００８７】
前記式（３）のａに１を代入すると、動きベクトルの垂直成分は式（５）のようになる。
【００８８】
垂直成分：ＭＶ’＝２ｘ(ＭＶbottom＋１）　　 　　　　（５）
また、前記式（４）のａに１を代入すると、動きベクトルの垂直成分は式（６）のように
なる。
【００８９】
垂直成分：ＭＶ’＝２ｘ(ＭＶbottom＋１）－１　 　　　（６）
その結果、変換前の動きベクトルＭＶbottomが０，１，２，・・・であると、式（５）に
よる値は２，４，６，・・・のような偶数になる。すなわち、空間的補正を行ってから時
間的補正を行うと、変換前の動きベクトルの大きさ成分が整数画素の位置で表されていて
も、また半画素の位置で表されていても、変換後はすべて整数画素の位置で表されること
になる。
【００９０】
また、変換前の動きベクトルＭＶbottomが０，１，２，・・・であると、式（６）による
値は１，３，５，・・・のような奇数になる。すなわち、時間的補正を行ってから空間的
補正を行うと、変換前の動きベクトルの大きさ成分が整数画素の位置で表されていても、
また半画素の位置で表されていても、変換後はすべて半画素の位置で表されることになる
。
【００９１】
従って、大きさ成分が変換前に整数画素の位置で表されていた動きベクトルについて、変
換後も整数画素の位置で表すようにする場合には、空間的補正を行ってから時間的補正を
行うようにする。
【００９２】
一方、大きさ成分が変換前に半画素の位置で表されていた動きベクトルについて、変換後
も半画素の位置で表すようにする場合には、時間的補正を行ってから空間的補正を行うよ
うにする。
【００９３】
すなわち、ａが１の場合（ａ＝１）における補正方法では、例えば、変換前の動きベクト
ルに対し、空間的補正と時間的補正を交互に使用して解像度変換後の動きベクトルに変換
するか、若しくは、変換前の動きベクトルに対してすべて時間的補正を行ってから空間的
補正を行うか、若しくは、変換前の動きベクトルに対してすべて空間的補正を行ってから
時間的補正を行う。
【００９４】
次に、ａが１より大きい場合（ａ≠１）、すなわちａが３，５，７，・・・の場合におけ
る補正方法について説明する。
【００９５】
ａは１でない場合、すなわちａが３，５，７，・・・の場合は、時間的補正を行ってから
空間的補正を行う場合と、空間的補正を行ってから時間的補正を行う場合の差である１／
ａは、０に近似することができる。この場合、空間的補正を行ってから時間的補正を行っ
ても、または、時間的補正を行ってから空間的補正を行うようにしても良い。
【００９６】
図６に戻り、ベクトル変換部７０では、入力された１６画素×１６画素の各マクロブロッ
クＭＢの動きベクトルＭＶに対して、以上説明したような動きベクトル変換処理が終了し
た後、その動きベクトル変換処理により得られた８画素×８画素の各ブロックｂのそれぞ
れに対応する動きベクトルｍｖを、動きベクトル調整器７１に送る。
【００９７】
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それら８画素×８画素のブロックｂの動きベクトルｍｖを画像サイズに適した動きベクト
ルに調整し、動きベクトル補正部７３及び演算部７２に出力する。
【００９８】
すなわち、動きベクトル調整部７１は、外部から入力される画像サイズ調整フラグに基づ
いて、前記解像度フレームレート変換器３１の画素補填／除去部３５における画素の補填
或いは画素の除去に対応するように、上記８画素×８画素のブロックｂの動きベクトルｍ
ｖを調整して出力する。
【００９９】
図１２を用いて、当該動きベクトル調整部７１の詳細な動作について説明する。
【０１００】
動きベクトル調整部７１は、先ずステップＳ１１の処理として、入力された画像サイズの
情報に基づいて、前記ＭＰＥＧ２画像復号化器３０から出力された画像の解像度がｍ画像
×ｎ画素であり、また前記解像度フレームレート変換器３１による垂直方向及び水平方向
ともに二分の一の解像度変換後のｍ／２画素×ｎ／２画素が、共に１６の倍数であるか否
か判定する。このステップＳ１１の処理において、１６の倍数であると判定した場合は、
切換部ＳＷ３をオンして、前記動きベクトル変換器３２から供給されたＭＰＥＧ４動きベ
クトルｍｖ（補正前のＭＰＥＧ４動きベクトルｍｖ）をそのまま出力する。一方、１６の
倍数になっていないと判定（１６で割って８画素の余りがあると判定）した場合、ステッ
プＳ１２の処理に進む。
【０１０１】
動きベクトル調整部７１は、ステップＳ１２の処理に進むと、外部から入力された前記画
像サイズ調整フラグに基づき、前記解像度フレームレート変換器３１において上記１６で
割った余りの８画素分の除去が行われたのか否か判定し、画素の除去が行われたと判定し
た場合は、切換部ＳＷ４を制御することにより、前記動きベクトル変換器３２から出力さ
れたＭＰＥＧ４動きベクトルｍｖのうち、上記除去された８画素に対応する各ブロックｂ
の動きベクトルｍｖを除いた残りの各ブロックｂの動きベクトルｍｖのみを出力する。一
方、ステップＳ１２にて画素の除去は行われていないと判定（８画素が補填されたと判定
）した場合、動きベクトル調整部７１の処理はステップＳ１３に進む。
【０１０２】
動きベクトル調整部７１は、ステップＳ１３の処理に進むと、画像サイズ調整フラグに基
づき、切換部ＳＷ５を制御することにより、前記解像度フレームレート変換器３１におい
て補填された８画素に対応する各ブロックｂについての動きベクトルを”０”に設定（切
換部ＳＷ５を０側に倒す）して当該”０”の動きベクトルを出力すると共に、それ以外の
各ブロックｂの動きベクトルｍｖについては入力された動きベクトルｍｖを出力する。
【０１０３】
図６に戻り、上記動きベクトル調整部７１により、上述したように画像サイズに合うよう
に調整された動きベクトルｍｖは、演算部７２と動きベクトル補正部７３に送られる。
【０１０４】
演算部７２では、供給された動きベクトルｍｖを用い、下記式（７）の演算を行うことに
より、８画素×８画素のブロックｂの４つの動きベクトルｍｖ１～ｍｖ４よりなる１６画
素×１６画素のマクロブロックＭＢTのＭＰＥＧ４動きベクトルＭＶTを求める。なお、式
（７）中のｉは１～４である。
【０１０５】
【数１】
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【０１０６】
すなわち、演算部７２では、式（７）により、ＭＰＥＧ２のマクロブロックＭＢから変換
された４つのブロックの内、イントラでないマクロブロックＭＢから変換された４つのブ
ロックｂ１～ｂ４の動きベクトルｍｖ１～ｍｖ４の和を、同じくイントラでないマクロブ
ロックＭＢから変換されたブロックの数で割った平均を、ＭＰＥＧ４画像符号化方式に対
応する１６画素×１６画素のマクロブロックＭＢTの動きベクトルＭＶTとして出力する。
なお、１６画素×１６画素のマクロブロックＭＢTのＭＰＥＧ４動きベクトルＭＶTは、変
換後の８画素×８画素のブロックｂの動きベクトルｍｖのＤＣＴ係数などにおける重み付
け平均の処理により決定してもよい。
【０１０７】
上記演算部７２から出力されたＭＰＥＧ４動きベクトルＭＶTは、動きベクトル補正部７
３に送られる。
【０１０８】
動きベクトル補正部７３は、前記動きベクトル調整部７１から供給された８画素×８画素
のブロックｂの各動きベクトルｍｖのうち、ＭＰＥＧ２画像符号化方式におけるイントラ
マクロブロックに対応した動きベクトルを、上記演算部７２で求めた１６画素×１６画素
のマクロブロックＭＢTの動きベクトルＭＶTに置き換える。
【０１０９】
図１３には、上記動きベクトル補正部７３の詳細な構成を示す。
【０１１０】
図１３に示す動きベクトル補正部７３において、前記動きベクトル調整器７１より出力さ
れた画像サイズに適した８画素×８画素のブロックｂの動きベクトルｍｖは、イントラモ
ードフラグに応じて被切換端子ａ，ｂの何れかに切り換えられる切換スイッチＳＷ２に入
力する。
【０１１１】
切換スイッチＳＷ２は、イントラモードフラグが立っている場合、すなわち入力した動き
ベクトルｍｖがＭＰＥＧ２画像符号化方式におけるイントラマクロブロックに対応する動
きベクトルである場合、被切換端子ａ側に切り換えられ、ベクトル置き換え部８０に送ら
れる。
【０１１２】
当該ベクトル置き換え部８０は、上記ＭＰＥＧ２のイントラマクロブロックから変換され
た８画素×８画素の４つのブロックｂ１～ｂ４の動きベクトルｍｖ１～ｍｖ４を、上記動
きベクトル変換器３２の演算部７２により求められたＭＰＥＧ４画像符号化方式における
１６画素×１６画素のマクロブロックＭＢTの動きベクトルＭＶTに置き換えて出力する。
なお、当該置き換える動きベクトルは、上記イントラマクロブロックの周辺のインターマ
クロブロックの動きベクトルから変換された動きベクトル、若しくは、上記イントラマク
ロブロックに一番近いインターマクロブロックの動きベクトルから変換された動きベクト
ルを使用してもよい。また、動きベクトルを”０”にしてもよい。なお、８画素×８画素
の４つのブロックｂ１～ｂ４が共にイントラマクロブロックから変換されたものである場
合は、それら４つのブロックｂ１～ｂ４の４つの動きベクトルｍｖ１～ｍｖ４が”０”と
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なり、前記式（７）によって求められる１６画素×１６画素のマクロブロックＭＢTの動
きベクトルＭＶTも”０”となるため、ＭＰＥＧ４画像符号化に用いる動きベクトルは０
となり、マクロブロックタイプがイントラとなる。
【０１１３】
また、イントラモードフラグが立たない場合、すなわちＭＰＥＧ２画像符号化方式におけ
るイントラマクロブロックでない場合、切換スイッチＳＷ２は被切換端子ｂ側に切り換え
られる。これにより、入力された８画素×８画素のブロックｂの動きベクトルｍｖがその
まま出力されることになる。
【０１１４】
図６に戻り、上述したようにして動きベクトル補正部７３から出力された動き８画素×８
画素のブロックｂ１～ｂ４の動きベクトルｍｖ１～ｍｖ４は、上記演算器７２により求め
られた８画素×８画素のブロックｂ１～ｂ４からなるマクロブロックＭＢTの動きベクト
ルＭＶTと共に出力され、図１のＭＰＥＧ４画像符号化器３３に送られる。
【０１１５】
図１のＭＰＥＧ４画像符号化器３３では、解像度フレームレート変換器３１からの出力画
像と、動きベクトル変換器３２から出力されたＭＰＥＧ４動きベクトルを用いて、ＭＰＥ
Ｇ４画像符号化方式により符号化を行い、ＭＰＥＧ４画像符号化ビットストリームを出力
する。
【０１１６】
上述した本発明の第１の実施の形態では、ＭＰＥＧ２画像符号化ビットストリームをＭＰ
ＥＧ４画像符号化ビットストリームに変換する例を説明したが、本発明は第１の実施の形
態に示した画像符号化フォーマット変換例に限定されるものではなく、本発明は、変換前
と後の画像符号化方式若しくはフォーマットが同一の場合も適用可能である。また、本発
明は、入力された信号の解像度、フレームレートを、それとは異なる解像度、フレームレ
ートを持つ信号へ変換する場合にも広く適用可能である。
【０１１７】
図１４には、本発明の第２の実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置の概略構成を
示す。なお、図１と同じ構成要素には同一の指示符号を付して、それらの詳細な説明は省
略する。
【０１１８】
この図１４に示す第２の実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置の基本的な構成は
、前記図１に示した第１の実施の形態の構成と略々同じであり、入力されたＭＰＥＧ２画
像符号化ビットストリームに対し、ＭＰＥＧ２画像復号化器３０内で、可変長符号の復号
化を行った後、ＰピクチャのみのＭＰＥＧ２動きベクトルやマクロブロックタイプなどの
パラメータを抽出し、それらを動きベクトル変換器３２へ伝送する動作は、図１に示した
第１の実施の形態の装置と同様であるが、当該第２の実施の形態の装置構成の場合は、動
きベクトル変換器３２の後段に、切換スイッチＳＷ６と、フレームメモリ１５４及び動き
補償予測器１５５が加えられている。
【０１１９】
上記切換スイッチＳＷ６は、動きベクトル変換器３２より出力されたＭＰＥＧ４画像符号
化方式に対応する４つの８画素×８画素のブロックｂ１～ｂ４の動きベクトルｍｖ１～ｍ
ｖ４が、全てＭＰＥＧ２画像符号化方式のイントラマクロブロックに対応している場合の
み、被切換端子ａ側に切り換えられる。なお、切換スイッチＳＷ６が被切換端子ｂ側に切
り換えられた場合の動作は図１と同様である。
【０１２０】
上記切換スイッチＳＷ６が被切換端子ａ側に切り換えられた時、上記動きベクトル変換器
３２から出力されたＭＰＥＧ４動きベクトルｍｖと、解像度フレームレート変換器３１よ
り出力された画像信号と、ＭＰＥＧ４画像符号化器３３より出力されるＭＰＥＧ４画像符
号化ビットストリームに対応する画像信号とがフレームメモリ１５４に蓄積される。
【０１２１】
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ここで、本実施の形態では、１６画素×１６画素のマクロブロックの動きベクトルと８画
素×８画素のブロックの動きベクトルを再検出してから、ＭＰＥＧ４符号化装置３３に送
るようにするために、フレームメモリ１５４に蓄積された画像信号のうち、解像度フレー
ムレート変換器３１から供給された画像信号は現フレーム画像とされ、ＭＰＥＧ４画像符
号化器３３から供給された画像信号は予測参照フレーム画像となされ、動き補償予測器１
５５において、それら現フレーム画像、予測参照フレーム画像を用いてフレーム間のＭＰ
ＥＧ４動きベクトルを検出する。なお、予測参照フレーム画像として、解像度フレームレ
ート変換器３１より出力された画像信号を用いてもよく、また、解像度フレームレート変
換器３１より出力された画像信号を現フレーム画像、予測参照フレーム画像として交互に
用いるようにしても良い。上記動き補償予測器１５５から出力されたＭＰＥＧ４動きベク
トルがＭＰＥＧ４画像符号化器３３に送られる。
【０１２２】
図１５には、本発明の第３の実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置の概略構成を
示す。
【０１２３】
この図１５に示す第３の実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置において、画像前
処理フィルタ１６１には、例えばＣＣＤ（固体撮像素子）等を備えた画像撮影装置１６０
やチューナ等の画像受信装置１６７から供給された画像信号が入力する。当該画像前処理
フィルタ１６１は、必要に応じて、入力画像信号のノイズ除去など、符号化の前処理を行
い、その前処理後の画像信号を動き補償器１６２、ＭＰＥＧ２画像符号化器１６３、解像
度フレームレート変換器１６６に送る。なお、前処理が不要な場合には、当該画像前処理
フィルタ１６１を省略する場合も可能である。
【０１２４】
動き補償器１６２は、画像前処理フィルタ１６１より供給された画像信号の各フレームに
対し、外部より供給されたフレームレート解像度情報Ａを元に、動きベクトルを計算する
。当該動きベクトルは、動きベクトル変換器１６４とＭＰＥＧ２画像符号化器１６３に送
られる。
【０１２５】
ＭＰＥＧ２画像符号化器１６３は、画像前処理フィルタ１６１により供給された画像信号
に対し、動き補償器１６２から出力された動きベクトルを元に符号化を施し、ＭＰＥＧ２
画像符号化ビットストリームを生成して出力する。
【０１２６】
動きベクトル変換器１６４は、第１の実施の形態装置の動きベクトル変換器３２と同様に
動作し、外部より供給されたフレームレート解像度情報Ａに合わせて、動きベクトルに変
換処理を施し、その変換後の動きベクトルをＭＰＥＧ４画像符号化器１６５に送る。
【０１２７】
また、解像度フレームレコーダ変換器１６６は、第１の実施の形態装置の解像度フレーム
レート変換器３１と同様に動作し、画像前処理フィルタ１６１から出力された画像信号に
対し、外部より入力されたフレームレート解像度情報Ａ、フレームレート解像度情報Ｂに
基づく解像度及びフレームレート変換処理を施す。この解像度及びフレームレート変換後
の画像信号は、ＭＰＥＧ４画像符号化器１６５に送られる。
【０１２８】
ＭＰＥＧ４画像符号化器１６５では、解像度フレームレート変換器１６６から出力される
画像信号に対し、動きベクトル変換器１６４より出力された動きベクトルを元に符号化処
理を施し、ＭＰＥＧ４画像符号化ビットストリームを生成して出力する。
【０１２９】
なお、本実施の形態は、一つの動き補償器１６２に対して、動きベクトル変換器１６４を
用いることで、ＭＰＥＧ２画像符号化器１６３および、ＭＰＥＧ４画像符号化器１６５で
の符号化に用いる動きベクトルを作成できるため、従来のよように２つの動き補償器が必
要であった場合よりも処理量が軽くなる。
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【０１３０】
【発明の効果】
以上の説明からも明らかなように、本発明においては、第１の信号に対して少なくとも解
像度変換を施して第２の信号を生成し、当該第２の信号から第３の信号を生成する場合に
、第２の信号に対して所定の位置の信号要素の補填若しくは除去を行い、第３の信号の生
成に適した信号に調整することにより、信号品質を劣化させずに、第１の信号を第３の信
号に変換可能である。
【０１３１】
また、本発明においては、第１の信号に対して少なくとも解像度変換を施して第２の信号
を生成し、当該第２の信号から第３の信号を生成する場合に、第１の信号に含まれる処理
パラメータを、第３の信号の生成に必要となる全部若しくは一部の処理パラメータに変換
することにより、信号品質を劣化させず、第２の信号から第３の信号を生成する際の処理
量を低減し、さらに装置構成の大規模化をも防止可能である。
【０１３２】
また、本発明においては、第１の信号に対して少なくとも解像度変換を施して第２の信号
を生成し、当該第２の信号から第３の信号を生成する場合に、第２の信号に対して所定の
位置の信号要素の補填若しくは除去を行って第３の信号の生成に適した信号に調整し、第
１の信号に含まれる処理パラメータを第３の信号の生成に必要となる全部若しくは一部の
処理パラメータに変換することにより、信号品質を劣化させず、第１の信号を第３の信号
に変換可能であり、また、第２の信号から第３の信号を生成する際の処理量を低減し、さ
らに装置構成の大規模化をも防止可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の画像符号化フォーマット変換装置の概略構成を示す
ブロック回路図である。
【図２】解像度変換前と後の画像における動きベクトルの相関についての説明に用いる図
である。
【図３】解像度及びフレームレート変換についての説明に用いる図である。
【図４】画像サイズ調整フラグに基づく画素補填或いは除去処理についての説明に用いる
図である。
【図５】動きベクトル変換の動作原理の説明に用いる図である。
【図６】動きベクトル変換器の詳細な構成及び動作の説明に用いる図である。
【図７】ベクトル変換部の詳細な動作の説明に用いる図である。
【図８】インターマクロブロックがフレーム構造でフレーム予測のマクロブロックである
場合の、ベクトル変換部における動きベクトル変換の概念説明に用いる図である。
【図９】トップフィールド予測である場合のベクトル変換部における動きベクトル変換の
概念説明に用いる図である。
【図１０】ボトムフィールド予測である場合のベクトル変換部における動きベクトル変換
の概念説明に用いる図である。
【図１１】各フィールドの時間的位置関係説明に用いる図である。
【図１２】動きベクトル調整部の詳細な動作説明に用いる図である。
【図１３】動きベクトル補正部の詳細な動作説明に用いる図である。
【図１４】第２の実施の形態の装置の概略構成を示すブロック回路図である。
【図１５】第３の実施の形態の装置の概略構成を示すブロック回路図である。
【図１６】従来の画像符号化フォーマット変換装置の概略構成を示すブロック回路図であ
る。
【符号の説明】
３０　ＭＰＥＧ２画像復号化器、　３１，１６６　解像度フレームレート変換器、　３２
，１６４　動きベクトル変換器、　３３，１６５　ＭＰＥＧ４画像符号化器、　３４　解
像度フレーム変換部、　３５　画素補填／除去部、　１５４フレームメモリ、　１５５　
動き補償予測器、　１６１　画像前処理フィルタ、　１６２　動き補償器、　１６０　画
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像撮影装置、　１６７　画像受信装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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